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ヤングシナリオ大賞 応募用紙 

登
場
人
物 

水
野
達
哉
（
１７
）
高
校
２
年
生 

阿
部
奈
央
（
１７
）
依
頼
人
の
娘
・
高
校
２
年
生 

阿
部
ま
り
亜
（
８２
）
奈
央
の
祖
母 

水
野
翔
太
（
６
）
水
野
の
弟
・
異
父
兄
弟 

水
野
葉
子
（
４３
）
水
野
と
翔
太
の
母 

阿
部
弓
江
（
４９
）
依
頼
人
・
奈
央
の
母 

阿
部
浩
一
（
５２
）
依
頼
人
・
奈
央
の
父 

山
口
公
平
（
１７
）
水
野
の
友
人 

小
学
生
１ 

小
学
生
２ 

小
学
生
３ 

店
長 

友
人 

教
師 
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○
栄
南
高
校
・
廊
下
・
教
室
前 

 
 

 

「
２
―
３
」
の
プ
レ
ー
ト
が
上
が
っ
て
い
る
。 

 
 

 

ざ
わ
つ
い
た
生
徒
た
ち
の
声
。 

教
師
の
声
「
お
～
い
静
か
に
！
」 

 

○
同
・
教
室
・
中 

 
 

 

男
女
の
生
徒
が
席
に
座
っ
て
い
る
。 

 
 

 

水
野
達
哉
（17
）
が
窓
側
の
後
ろ
の
席
に
つ 

き
、
外
を
見
つ
め
て
い
る
。 

教
師
「
い
い
か
？
夏
休
み
に
ア
ル
バ
イ
ト
す
る
も
の

は
申
請
書
と
承
諾
書
、
明
日
の
終
業
式
ま
で
に
持
っ 

て
く
る
こ
と
！
」 

教
師
、
申
請
書
と
承
諾
書
を
掲
げ
る
。 

教
師
「
以
上
、
解
散
」 

 
 

 

生
徒
た
ち
、
騒
が
し
く
な
る
。 

 
 

 

水
野
、
鞄
を
持
っ
て
席
を
立
つ
。 

 
 

 

山
口
公
平
（17

）
が
や
っ
て
く
る
。 

山
口
「
ド
短
期
！
高
収
入
！
学
歴
不
問
！
」 

 
 

 

水
野
、
山
口
を
一
瞥
し
無
視
し
て
歩
き
出
す
。 

山
口
「
お
い
、
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
」 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 2 

 
 

 

山
口
、
水
野
を
慌
て
て
追
い
か
け
る
。 

 

○
同
・
廊
下 

 
 

 

水
野
、
山
口
を
無
視
し
、
歩
き
つ
づ
け
る
。 

山
口
「
な
あ
、
水
野
。
頼
む
よ
」 

水
野
「
他
あ
た
れ
よ
」 

 
 

 

山
口
、
水
野
の
前
に
立
ち
は
だ
か
り
、 

山
口
「
無
理
な
ん
だ
よ
。
水
野
に
し
か
で
き
な
い
！
」 

水
野
「
山
口
の
斡
旋
し
て
る
バ
イ
ト
は
ロ
ク
な
の
な 

い
っ
て
噂
」 

山
口

「
（

図
星
）
い
や
、
そ
ん
な
噂
な
い
っ
て
」 

 
 

 

女
子
生
徒
、
す
れ
違
い
ざ
ま
に
、 

女
子
生
徒
「
山
口
、
こ
の
前
の
バ
イ
ト
、
サ
イ
テ
ー
」 

山
口
「
へ
？
」 

 
 

 

山
口
、
女
子
生
徒
に
捕
ま
る
。 

 

○
同
・
階
段
・
踊
り
場 

 
 

 

水
野
、
階
段
を
下
り
る
。 

山
口
、
階
段
上
で
女
子
生
徒
に
詰
め
寄
ら
れ 

て
い
る
。 
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山
口
、
お
り
て
行
く
水
野
に
、 

山
口
「
気
が
変
わ
っ
た
ら
す
ぐ
言
っ
て
く
れ
～
」 

 
 

 

水
野
、
知
ら
ん
ふ
り
で
歩
い
て
い
く
。 

 
 

 

○
水
野
の
ア
パ
ー
ト
の
部
屋
・
居
間
・
中 

 
 

 

２
Ｄ
Ｋ
の
間
取
り
。 

 
 

 

台
所
を
挟
ん
で
２
部
屋
。 

ひ
と
部
屋
は
開
け
放
し
て
居
間
、
一
方
の
襖

は
閉
ま
っ
て
る
。 

水
野
翔
太
（
６
）
が
一
人
古
い
ゲ
ー
ム
機
で 

遊
ん
で
い
る
。 

途
中
で
画
面
が
消
え
る
ゲ
ー
ム
機
。 

翔
太
、
振
っ
た
り
、
叩
い
た
り
す
る
。 

ま
た
画
面
が
付
き
、
ゲ
ー
ム
を
始
め
る
翔
太
。 

 
 

 

水
野
、
ス
ー
パ
ー
の
袋
を
持
ち
入
っ
て
く
る
。 

 
 

 

翔
太
、
笑
顔
で
駆
け
寄
っ
て
く
る
。 

翔
太
「
兄
ち
ゃ
ん
、
お
帰
り
！
」 

 
 

 

水
野
、
翔
太
の
頭
に
手
を
置
き
、 

水
野
「
た
だ
い
ま
、
翔
太
」 

 
 

 

水
野
、
翔
太
の
手
に
持
っ
て
い
る
ゲ
ー
ム
機 
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を
見
て
、 

 

水
野
「
ま
た
ゲ
ー
ム
や
っ
て
た
の
か
？
」 

翔
太
「
ち
ょ
っ
と
だ
け
。
な
あ
、
兄
ち
ゃ
ん
、
あ
さ 

っ
て
か
ら
夏
休
み
…
…
」 

水
野
「
一
緒
に
遊
ぼ
う
な
」 

 
 

 

翔
太
、
満
面
の
笑
み
で
、 

翔
太
「
う
ん
！
」 

水
野
「
腹
減
っ
た
だ
ろ
。
ご
飯
作
る
か
ら
、
翔
太
は 

部
屋
の
片
づ
け
」 

翔
太
「
わ
か
っ
た
。
あ
、
母
ち
ゃ
ん
寝
て
る
よ
」 

 
 

 

翔
太
、
居
間
兼
寝
室
に
し
て
あ
る
六
畳
間
を 

片
づ
け
始
め
る
。 

 
 

 

水
野
、
閉
ま
っ
て
い
る
部
屋
の
襖
を
開
け
る
。 

 

○
同
・
葉
子
の
部
屋
・
中 

 
 

 

水
野
、
入
口
に
立
つ
。 

 
 

 

脱
い
だ
女
物
の
服
が
散
乱
し
て
い
る
。 

水
野
葉
子
（43

）
派
手
な
化
粧
を
し
た
ま
ま

寝
て
い
る
。 

 
 

 

水
野
、
付
け
っ
放
し
の
テ
レ
ビ
を
リ
モ
コ
ン 
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で
消
す
。 

リ
モ
コ
ン
を
寝
て
い
る
葉
子
の
足
元
に
投
げ 

つ
け
る
。 

布
団
に
当
た
る
が
、
葉
子
は
気
が
つ
か
な
い
。 

水
野
「
…
…
バ
バ
ア
」 

 
 

 

水
野
、
乱
暴
に
襖
を
閉
め
る
。 

 

○
栄
南
高
校
・
教
室
・
中
（
朝
） 

 
 

 

水
野
、
窓
の
外
を
見
て
い
る
。 

 
 

 

山
口
や
っ
て
き
て
、 

山
口
「
気
ィ
変
わ
っ
た
？
」 

水
野
「
全
く
」 

山
口
「
お
前
さ
ぁ
、
じ
ゃ
あ
、
こ
の
夏
何
や
っ
て
過 

ご
す
わ
け
？
」 

水
野
「
子
育
て
」 

水
野
、
出
て
い
く
。 

山
口
、
呆
気
に
取
ら
れ
る
。 

 

○
ひ
ば
り
公
園
・
中 

 
 

 

翔
太
が
３
人
の
小
学
生
に
囲
ま
れ
て
い
る
。 
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翔
太
、
ゲ
ー
ム
機
を
取
り
上
げ
ら
れ
る
。 

小
学
生
１
「
か
っ
こ
わ
り
ー
」 

小
学
生
２
「
何
こ
れ
古
～
っ
！
化
石
じ
ゃ
ね
ー
の
？
」 

小
学
生
３
「
化
石
は
埋
め
ち
ゃ
お
う
ぜ
」 

翔
太
「
や
め
て
よ
、
や
め
て
！
」 

 
 

 

翔
太
、
小
学
生
ら
に
突
き
飛
ば
さ
れ
る
。 

 

○
ひ
ば
り
公
園
・
前 

 
 

 

友
人
と
下
校
途
中
の
阿
部
奈
央
（17

）
。 

 
 

 

公
園
内
の
翔
太
た
ち
に
気
づ
く
。 

奈
央
「
ち
ょ
っ
と
あ
ん
た
た
ち
！
何
や
っ
て
ん
の
！
」 

友
人
「
え
っ
？
」 

奈
央
「
先
に
行
っ
て
て
！
」 

奈
央
、
公
園
内
に
走
り
出
す
。 

友
人
「
ち
ょ
っ
と
！
奈
央
ッ
！
」 

小
学
生
３
人
は
走
っ
て
逃
げ
る
。 

翔
太
、
ポ
カ
ン
と
す
る
。 

 
 

 

友
人
は
、
あ
然
と
し
て
見
て
い
る
。 

 

○
ひ
ば
り
公
園
・
中 
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奈
央
、
砂
場
の
横
に
座
り
込
み
、
ゲ
ー
ム
機

を
掘
り
出
す
。 

翔
太
、
立
ち
つ
く
す
。 

 
 

 

砂
ま
み
れ
の
ゲ
ー
ム
機
。 

奈
央
「
壊
れ
ち
ゃ
っ
た
か
な
あ
」 

 
 

 

翔
太
、
走
り
去
る
。 

奈
央
「
あ
っ
、
君
っ
！
」 

 
 

 

奈
央
、
ゲ
ー
ム
機
を
持
ち
、
困
っ
た
表
情
。 

 

〇
ス
ー
パ
ー
「
サ
ト
ー
」
・
表 

 
 

 

制
服
姿
の
水
野
、
入
っ
て
い
く
。 

 

○
中
古
ゲ
ー
ム
屋
「
ド
ラ
ゴ
ン
」
・
店
内 

 
 

 

ゲ
ー
ム
機
が
並
ん
で
い
る
店
内
。 

 
 

 

不
愛
想
な
店
主
が
レ
ジ
を
打
っ
て
い
る
。 

 
 

 

翔
太
、
高
い
位
置
に
あ
る
最
新
の
ゲ
ー
ム
機 

 

 
 

 

に
つ
ま
先
立
ち
で
手
を
伸
ば
す
。 

 

○
水
野
の
ア
パ
ー
ト
・
葉
子
の
部
屋
・
中 

 
 

 

葉
子
、
念
入
り
に
マ
ス
カ
ラ
を
塗
っ
て
い
る
。 
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携
帯
が
鳴
る
。 

一
度
振
り
返
る
が
無
視
し
て
、
マ
ス
カ
ラ
を 

塗
り
続
け
る
。 

 

○
ス
ー
パ
ー
「
サ
ト
ー
」
・
店
内 

 
 

 

水
野
、
制
服
姿
で
、
買
っ
た
食
材
を
袋
に
詰 

め
て
い
る
。 

 
 

 

携
帯
電
話
が
鳴
る
。 

 
 

 

登
録
さ
れ
て
い
な
い
番
号
。 

 
 

 

怪
訝
な
表
情
で
無
視
す
る
と
切
れ
る
。 

が
、
ま
た
呼
出
音
。 

 
 

 

水
野
、
仕
方
な
く
出
る
。 

水
野
「
…
…
も
し
も
し
？
」 

 

○
中
古
ゲ
ー
ム
屋
「
ド
ラ
ゴ
ン
」
・
店
内 

 
 

 

水
野
、
ス
ー
パ
ー
の
袋
と
鞄
を
抱
え
、
走
り 

込
ん
で
来
る
。 

事
務
所
の
プ
レ
ー
ト
を
見
つ
け
、
ノ
ッ
ク
し
、

ド
ア
を
開
け
る
。 
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○
同
・
事
務
所
・
中 

 
 

 

息
を
切
ら
し
た
水
野
が
入
っ
て
く
る
。 

 
 

 

翔
太
、
店
長
の
男
の
前
で
椅
子
に
座
っ
て
い 

る
。 

 
 

 
机
の
上
に
は
最
新
の
ゲ
ー
ム
機
と
ソ
フ
ト
。 

翔
太
「
…
…
兄
ち
ゃ
ん
」 

水
野
「
水
野
で
す
、
あ
の
、
万
引
き
っ
て
、
何
か
の 

間
違
い
じ
ゃ
」 

 
 

 

翔
太
、
唇
を
か
み
し
め
る
。 

水
野
「
翔
太
…
…
」 

店
長
、
ゲ
ー
ム
機
を
触
り
な
が
ら
、 

店
長
「
あ
～
あ
、
こ
れ
、
壊
れ
ち
ゃ
っ
て
る
よ
」 

 
 

 

水
野
、
頭
を
下
げ
る
。 

水
野
「
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
」 

店
長
「
う
ち
は
お
客
に
子
供
が
多
い
か
ら
、
あ
ん
ま 

り
警
察
沙
汰
に
は
し
た
く
な
い
ん
だ
よ
ね
え
。
わ

か
る
？
」 

 
 

 

水
野
「
買
い
取
ら
せ
て
頂
き
ま
す
」 

店
長
「
全
部
で
１
万
８
千
円
ね
」 

 
 

 

水
野
、
財
布
を
開
け
る
。 
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水
野
「
…
…
」 

 
 

 

水
野
の
財
布
の
中
身
は
３
千
円
と
小
銭
。 

 
 

水
野
「
す
み
ま
せ
ん
、
今
、
手
持
ち
が
…
…
。
分
割 

じ
ゃ
だ
め
で
し
ょ
う
か
」 

      
水
野
、
も
う
一
度
頭
を
下
げ
る
。 

 
 

 

店
長
、
あ
き
れ
顔
で
、 

店
長
「
分
割
っ
て
。
（
声
を
荒
ら
げ
る
）
ま
い
っ
た 

よ
ね
え
、
買
い
取
り
も
し
て
も
ら
え
な
い
ん
じ
ゃ
」 

水
野
「
…
…
」 

店
長
「
大
体
、
こ
う
い
う
時
に
親
も
来
な
い
っ
て
困 

る
ん
だ
よ
。
こ
の
子
に
聞
い
た
携
帯
に
連
絡
し
て

も
つ
な
が
ら
な
い
し
さ
あ
。
お
兄
さ
ん
、
高
校
生

だ
ろ
？
」 

 
 

 

水
野
、
頭
を
下
げ
続
け
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

翔
太
、
泣
き
そ
う
な
顔
で
じ
っ
と
見
つ
め
る
。 

水
野
「
親
…
…
い
な
い
ん
で
す
」 

 
 

 

翔
太
、
店
長
「
え
っ
？
」
と
い
う
表
情
。 

水
野
「
だ
か
ら
そ
の
番
号
、
も
し
出
て
も
、
他
の
人 

だ
と
思
い
ま
す
」 

店
長
「
そ
、
そ
う
な
の
？
」 
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店
長
、
気
の
毒
そ
う
に
な
る
。 

店
長
「
ま
あ
、
そ
れ
じ
ゃ
、
仕
方
な
い
っ
て
事
も
な 

い
け
ど
…
…
。
お
兄
さ
ん
、
君
も
大
変
だ
ね
ぇ
」 

 
 

 

翔
太
、
水
野
を
見
つ
め
る
。 

 
 

 
水
野
、
頭
を
下
げ
続
け
る
。 

 

○
土
手
（
夕
） 

 
 

 

水
野
、
ス
ー
パ
ー
の
袋
と
鞄
を
持
ち
歩
い
て 

い
る
。 

少
し
遅
れ
て
歩
く
翔
太
。 

水
野
「
兄
ち
ゃ
ん
の
ゲ
ー
ム
機
、
な
く
し
ち
ゃ
っ
た 

の
か
…
…
」 

 
 

 

翔
太
、
立
ち
止
ま
る
。 

水
野
、
振
り
か
え
り
立
ち
止
ま
る
。 

翔
太
「
な
ん
で
？
」 

水
野
「
ん
？
」 

翔
太
「
な
ん
で
、
母
ち
ゃ
ん
い
る
の
に
、
い
な
い
っ 

て
い
っ
た
の
？
」 

水
野
「
…
…
翔
太
は
、
母
ち
ゃ
ん
に
来
て
ほ
し
か
っ 

た
の
か
？
」 
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翔
太
、
う
つ
む
い
て
首
を
横
に
振
る
。 

水
野
「
じ
ゃ
あ
、
い
な
い
っ
て
こ
と
に
し
と
い
て
い 

い
じ
ゃ
ん
」 

翔
太
「
兄
ち
ゃ
ん
、
違
う
ん
だ
。
新
し
い
ゲ
ー
ム
ち 

ょ
っ
と
だ
け
見
て
み
た
く
っ
て
、
そ
う
し
た
ら
落

っ
こ
と
し
ち
ゃ
っ
て
。
ご
め
ん
…
…
ご
め
ん
な
さ

い
」 

 
 

 

翔
太
、
泣
き
じ
ゃ
く
り
始
め
る
。 

水
野
、
翔
太
の
背
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
ゃ 

が
ん
で
、
翔
太
の
頭
を
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
撫

で
る
。 

水
野
「
悪
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、
二
度
と
す
ん
な
」 

 

○
山
口
の
家
・
玄
関
・
中
（
夜
） 

 
 

 

水
野
が
立
っ
て
い
る
。 

 
 

 

奥
か
ら
、
山
口
や
っ
て
く
る
。 

山
口

「
（

驚
い
て
）
う
そ
っ
！
」 

 
 

 

水
野
、
ば
つ
が
悪
そ
う
な
表
情
。 

 

○
同
・
山
口
の
部
屋
・
中
（
夜
） 
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水
野
、
居
心
地
悪
そ
う
に
座
っ
て
い
る
。 

 
 

 

山
口
、
Ｐ
Ｃ
を
セ
ッ
ト
し
な
が
ら
、 

山
口
「
何
か
あ
っ
た
の
か
？
急
に
金
い
る
と
か
…
… 

お
前
、
子
育
て
っ
て
、
ま
さ
か
（
妊
娠

）
」 

 
 

 
山
口
、
お
腹
が
大
き
い
よ
う
に
手
で
示
す
。 

水
野
「
ち
げ
ー
よ
」 

 
 

 

Ｐ
Ｃ
に
映
し
出
さ
れ
た
画
像
に
は
、
黒
髪
で 

短
髪
の
水
野
に
そ
っ
く
り
な
阿
部
明
弘
（20

）

の
姿
が
あ
る
。 

 
 

 

驚
く
水
野
を
見
て
、
山
口
、
嬉
し
そ
う
に
、 

山
口
「
超
そ
っ
く
り
だ
ろ
。
骨
格
似
て
る
か
ら
、
声 

も
す
げ
ー
似
て
る
し
」 

水
野
「
こ
れ
」 

山
口
「
彼
の
ふ
り
を
し
て
も
ら
う
。
そ
れ
が
バ
イ
ト
」 

水
野
「
え
？
」 

 
 

 

山
口
は
机
の
上
の
フ
ァ
イ
ル
を
持
っ
て
き
て 

説
明
し
始
め
る
。 

山
口

「
『

阿
部
明
弘
』
は
大
阪
に
住
む
大
学
生
。
し 

か
し
、
半
年
前
に
交
通
事
故
で
死
亡
。
杉
並
区
の

実
家
に
は
心
臓
の
弱
い
ば
あ
さ
ん
が
同
居
。
今
度
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ば
あ
さ
ん
に
発
作
が
起
き
れ
ば
命
が
危
な
い
。
阿

部
家
は
ば
あ
さ
ん
に
彼
の
死
を
告
げ
な
い
こ
と
に

決
め
た
」 

水
野
「
そ
ん
な
の
、
い
つ
か
は
バ
レ
る
だ
ろ
」 

山
口
「
は
い
、
そ
こ
、
ポ
イ
ン
ト
！
孫
に
扮
し
た
君 

は
、
果
て
し
な
い
ア
メ
リ
カ
留
学
へ
旅
立
つ
」 

水
野
「
果
て
し
な
い
？
帰
国
は
？
」 

山
口
「
さ
て
十
年
後
か
二
十
年
後
か
。
つ
ま
り
、
出 

発
前
夜
、
旅
立
つ
君
は
大
好
き
な
ば
あ
さ
ん
に
」 

水
野
「
永
遠
の
別
れ
を
…
…
告
げ
る
？
」 

山
口
「
そ
の
通
り
！
」 

水
野
「
そ
の
家
族
、
お
か
し
く
ね
？
」 

山
口
「
お
か
し
い
か
、
お
か
し
く
な
い
か
な
ん
て
そ 

れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
事
情
っ
て
や
つ
」 

水
野
「
お
前
の
バ
イ
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
呆
れ
る 

わ
」 

山
口
「
ま
あ
、
や
る
と
決
ま
っ
た
か
ら
に
は
ま
ず
、 

そ
の
頭
だ
な
」 

 
 

 

山
口
、
ハ
サ
ミ
を
持
つ
。 

水
野
「
は
ぁ
？
！
」 
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山
口
「
大
丈
夫
。
俺
の
母
ち
ゃ
ん
、
中
学
ま
で
俺
の 

 
 

 

髪
切
っ
て
た
か
ら
」 

水
野
「
俺
は
ま
だ
や
る
っ
て
言
っ
て
な
い
だ
ろ
！
」 

 
 

 

山
口
、
水
野
を
は
が
い
じ
め
に
す
る
。 

水
野
「
や
め
ろ
よ
っ
！
！
」 

 
 

 

水
野
、
抵
抗
す
る
。 

 
 

 

山
口
、
部
屋
の
外
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
、 

山
口
「
お
～
い
、
母
ち
ゃ
～
ん
！
！
」 

水
野
「
や
め
ろ
っ
て
！
」 

 
 

 

山
口
、
抵
抗
す
る
水
野
を
押
さ
え
つ
け
る
。 

 

○
喫
茶
店
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
」
・
店
内 

 
 

 

黒
髪
で
清
潔
な
短
髪
の
水
野
と
、
山
口
。 

そ
の
前
に
阿
部
浩
一
（5

2

）
と
阿
部
弓
江 

（49

）
が
座
っ
て
い
る
。 

 
 

 

阿
部
、
弓
江
、
水
野
の
顔
を
じ
っ
と
見
つ
め
、 

弓
江
「
…
…
信
じ
ら
れ
な
い
」 

山
口
「
名
前
は
、
水
野
達
哉
く
ん
で
す
」 

阿
部
「
失
礼
な
お
願
い
だ
と
は
充
分
わ
か
っ
て
い
ま 

す
。
で
も
ど
う
か
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 
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阿
部
と
弓
江
、
頭
を
下
げ
る
。 

阿
部
「
あ
と
、
少
し
事
情
が
変
わ
り
ま
し
て
」 

水
野
・
山
口
「
？
」 

弓
江
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
２
週
間
後
に
病
院
併
設
の 

ホ
ー
ム
に
入
居
が
決
ま
っ
た
ん
で
す
」 

阿
部
「
２
日
間
の
お
願
い
で
し
た
が
、
２
週
間
に
延 

長
し
て
頂
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
？
も
ち
ろ
ん
代

金
は
お
支
払
し
ま
す
」 

水
野
「
延
長
っ
？
」 

山
口
「
あ
あ
、
大
丈
夫
で
す
よ
」 

水
野

「
（

小
声
で
）
お
い
っ
！
」 

阿
部
・
弓
江

「
（

頭
を
下
げ
て
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ 

い
ま
す
！
」 

山
口
「
こ
い
つ
愛
想
な
い
ん
で
、
お
安
く
し
て
お
き 

ま
す
」 

 
 

 

阿
部
と
弓
江
、
微
笑
ん
で
安
心
し
た
表
情
。 

水
野
「
…
…
」 

 

○
水
野
の
ア
パ
ー
ト
・
台
所
（
夕
） 

水
野
、
玉
ね
ぎ
の
皮
を
む
い
て
い
る
。 
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横
に
は
、
阿
部
明
弘
デ
ー
タ
と
書
か
れ
た
レ

ポ
ー
ト
の
紙
が
置
い
て
あ
る
。 

水
野
、
横
目
で
見
な
が
ら
料
理
す
る
。 

 
 

 

紙
に
「
祖
母
・
ま
り
亜
」
と
あ
る
。 

水
野
「
ば
あ
さ
ん
で
、
ま
り
亜
…
…
キ
ラ
キ
ラ
か
よ
」 

派
手
な
化
粧
と
格
好
を
し
た
葉
子
が
襖
を
開

け
て
出
て
く
る
。 

葉
子
「
じ
ゃ
、
お
店
出
て
く
る
か
ら
」 

 
 

 

水
野
、
知
ら
ん
ふ
り
。 

 
 

 

葉
子
、
水
野
の
髪
型
を
見
て
笑
う
。 

葉
子
「
ち
ょ
っ
と
、
何
、
そ
の
頭
。
彼
女
の
趣
味
？
」 

水
野
「
…
…
」 

 
 

 

玄
関
の
開
く
音
が
し
、
翔
太
入
っ
て
く
る
。 

翔
太
「
あ
、
母
ち
ゃ
ん
、
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」 

葉
子
「
行
っ
て
来
る
ね
」 

 
 

 

洋
子
、
出
て
い
く
。 

翔
太
、
水
野
の
横
に
立
つ
。 

翔
太
「
…
…
兄
ち
ゃ
ん
は
化
石
っ
て
ど
う
思
う
？
」 

水
野
「
化
石
？
化
石
っ
て
の
は
…
…
、
歴
史
が
詰
ま 

っ
て
て
、
価
値
が
あ
る
も
の
っ
て
と
こ
か
な
」 
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翔
太
「
え
っ
？
ほ
ん
と
？
！
」 

水
野
「
？
」 

 
 

 

水
野
、
手
を
止
め
、 

水
野
「
翔
太
、
兄
ち
ゃ
ん
、
明
日
か
ら
バ
イ
ト
な
ん 

だ
。
ご
飯
作
っ
て
お
く
し
、
夜
に
は
帰
っ
て
く
る
。

夕
方
か
ら
少
し
一
人
に
な
る
け
ど
、
ち
ゃ
ん
と
留

守
番
で
き
る
か
？
」 

翔
太
「
…
…
出
来
る
よ
。
大
丈
夫
」 

水
野
「
頼
む
ぞ
」 

 
 

 

翔
太
、
居
間
の
片
づ
け
を
し
は
じ
め
る
。 

 
 

 

水
野
、
翔
太
を
見
つ
め
る
。 

 

〇
阿
部
家
・
外
観 

 
 

 

一
軒
家
。
「
阿
部
」
の
表
札
。 

 

○
阿
部
家
・
リ
ビ
ン
グ
・
中 

 
 

 

タ
テ
型
の
ピ
ア
ノ
が
あ
る
。 

 
 

 

奈
央
が
、
ソ
フ
ァ
に
座
り
、
ゲ
ー
ム
機
を
タ 

オ
ル
に
包
み
、
絵
筆
で
砂
を
落
と
し
て
い
る
。 

 
 

 

奈
央
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
。 
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起
動
す
る
ゲ
ー
ム
機
。 

奈
央
「
や
っ
た
」 

 
 

 
 

 

奈
央
、
き
れ
い
に
な
っ
た
ゲ
ー
ム
機
を
鞄
に 

し
ま
う
。 

弓
江
の
声
「
た
だ
い
ま
」 

奈
央
「
お
か
え
り
な
さ
い
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

水
野
、
弓
江
と
共
に
入
っ
て
く
る
。 

 
 

 

奈
央
、
立
ち
上
が
る
が
、
水
野
を
見
て
ギ
ョ

ッ
と
し
た
顔
で
思
わ
ず
よ
ろ
け
る
。 
 

弓
江

「
（

奈
央
に
小
声
で
）
驚
い
た
で
し
ょ
。
家
の 

事
色
々
と
教
え
て
あ
げ
て
ね
。
（
水
野
に
向
か
っ

て
）
明
弘
の
妹
の
奈
央
で
す
」 

水
野
「
…
…
ど
も
」 

奈
央
「
…
…
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
今
…
…
眠
っ
て
る
」 

弓
江
「
じ
ゃ
、
先
に
２
階
に
。
お
母
さ
ん
冷
た
い
も 

の
用
意
し
て
お
く
か
ら
、
奈
央
、
お
願
い
」 

奈
央
「
え
っ
？
！
あ
た
し
？
」 

 
 

 

弓
江
、
キ
ッ
チ
ン
に
向
か
う
。 

 
 

 

奈
央
、
嫌
そ
う
な
表
情
。 

 
 

 

水
野
は
居
心
地
悪
そ
う
。 
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○
同
・
２
階
・
廊
下 

 
 

 

奈
央
と
水
野
が
階
段
を
上
が
っ
て
く
る
。 

 
 

 

ド
ア
が
２
つ
と
襖
の
戸
が
１
つ
あ
る
。 

 
 

 

奈
央
、
奥
の
ド
ア
を
指
さ
し
、 

奈
央
「
あ
そ
こ
は
（
奈
央
の
部
屋
）
絶
対
に
入
ら
な 

い
で
」 

水
野
「
入
っ
た
ら
？
」 

奈
央
「
命
の
保
証
な
い
か
ら
」 

 
 

 

奈
央
、
襖
の
戸
を
開
け
る
。 

 
 

 

明
弘
の
遺
影
と
位
牌
が
花
に
囲
ま
れ
て
い
る
。 

水
野
「
…
…
」 

 
 

 

奈
央
、
振
り
返
り
手
前
の
ド
ア
を
開
け
る
。 

 

○
同
・
明
弘
の
部
屋
・
中 

 
 

 

奈
央
と
水
野
、
入
っ
て
く
る
。 

 
 

 

ベ
ッ
ド
や
本
棚
、
机
が
あ
る
。 

奈
央

「
（

厭
味
っ
ぽ
く
）
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
る
の
。 

気
持
ち
悪
い
な
ら
、
別
に
こ
の
部
屋
で
過
ご
さ
な 

く
て
い
い
け
ど
」 

 
 

 

水
野
、
部
屋
を
見
回
す
。 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 21 

水
野
「
お
前
は
反
対
な
ん
だ
な
、
ば
あ
さ
ん
に
黙
っ 

て
る
こ
と
。
で
も
、
言
い
だ
す
勇
気
も
な
い
」 

奈
央
、
水
野
を
睨
み
つ
け
て
、 

奈
央
「
私
は
『
お
前
』
じ
ゃ
な
く
て
奈
央
。
お
ば
あ 

ち
ゃ
ん
は
『
ば
あ
さ
ん
』
じ
ゃ
な
く
て
『
お
ば
あ

ち
ゃ
ん

』
。

そ
ん
な
こ
と
も
わ
か
っ
て
な
い
あ
ん

た
に
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
代
わ
り
な
ん
て
、
絶
対
に

で
き
な
い
」 

 
 

 

奈
央
、
部
屋
を
出
て
い
く
。 

水
野
「
俺
の
こ
と
は
『
お
兄
ち
ゃ
ん
』
じ
ゃ
な
く
て 

『
あ
ん
た
』
か
よ
」 

 
 

 

水
野
、
本
箱
の
物
理
学
の
本
を
手
に
取
る
。 

 
 

 

開
い
て
み
る
が
、
う
ん
ざ
り
し
て
元
に
戻
す
。 

 
 

 

そ
の
横
に
、

DVD

を
見
つ
け
る
。 

 
 

 

『
サ
ッ
カ
ー
・
試
合
』
と
あ
る
。 

床
に
転
が
る
ま
だ
新
し
い
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
。 

 
 

 

水
野
、

DVD

を
デ
ッ
キ
に
セ
ッ
ト
す
る
。 

 
 

 

映
し
出
さ
れ
る
映
像
。 

友
人
た
ち
と
肩
を
組
む
笑
顔
の
明
弘
の
姿
。 

明
弘
「
俺
は
こ
の
試
合
で
２
ゴ
ー
ル
は
決
め
ま
～
す
」 
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盛
り
上
が
る
友
人
た
ち
の
姿
。 

 
 

 

ノ
ッ
ク
の
音
。 

水
野
、
慌
て
て

DVD

を
止
め
ド
ア
を
開
け
る
。 

 
 

 

奈
央
が
立
っ
て
い
る
。 

奈
央

「
『

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
』
…
…
起
き
た
っ
て
」 

水
野
、
緊
張
し
た
顔
に
な
る
。 

 

○
同
・
ま
り
亜
の
部
屋
・
中 

 
 

 
 

阿
部
ま
り
亜
（8

2
）
は
弓
江
に
介
助
し
て

も
ら
い
ベ
ッ
ド
の
上
で
上
半
身
を
起
こ
す
。 

 
 

 
 

奈
央
と
水
野
、
入
っ
て
く
る
。 

ま
り
亜

「
（

微
笑
ん
で
）
明
弘
、
久
し
ぶ
り
。
元
気 

だ
っ
た
か
い
？
」 

水
野
「
…
…
あ
、
は
い
。
お
ば
あ
さ
ん
、
ち
ゃ
ん
！
」 

 
 

 
 

奈
央
、
水
野
を
睨
む
。 

ま
り
亜
「
…
…
少
し
、
痩
せ
た
か
い
？
」 

水
野
「
そ
、
そ
う
か
な
」 

 
 

 

弓
江
、
と
り
つ
く
ろ
う
よ
う
に
、 

弓
江
「
大
阪
で
一
人
暮
ら
し
じ
ゃ
、
食
事
が
不
規
則    
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に
な
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。
た
く
さ
ん
食

べ
さ
せ
て
元
気
に
ア
メ
リ
カ
に
送
り
出
さ
な
く
っ

ち
ゃ
ね
」 

ま
り
亜
「
留
学
行
っ
た
ら
、
も
う
会
え
な
く
な
っ
ち 

ゃ
う
か
も
し
れ
な
い
ね
…
…
」 

奈
央
「
何
言
っ
て
ん
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ア
メ
リ
カ 

な
ん
て
近
い
も
ん
だ
よ
。
そ
れ
に
、
あ
た
し
は
ず

っ
と
こ
こ
に
い
る
か
ら
」 

 
 

 

水
野
、
ま
り
亜
の
微
笑
み
を
見
つ
め
る
。 

ま
り
亜
「
明
弘
…
…
顔
を
よ
く
見
せ
て
お
く
れ
」 

水
野
「
あ
、
は
、
は
い
」 

 
 

 

弓
江
、
奈
央
、
戸
惑
う
。 

 
 

 

水
野
、
ま
り
亜
に
近
づ
い
て
顔
を
見
せ
る
。 

 
 

 

ま
り
亜
、
水
野
の
顔
を
手
で
包
み
、
じ
っ
と 

見
つ
め
、
話
す
。 

ま
り
亜
「
帰
っ
て
き
て
く
れ
て
…
…
あ
り
が
と
う
」 

水
野
「
う
、
う
ん
」 

 

○
同
・
リ
ビ
ン
グ
・
中 

弓
江
、
奈
央
、
水
野
、
入
っ
て
く
る
。 
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ケ
ー
キ
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。 

弓
江
「
ど
う
ぞ
、
座
っ
て
」 

 
 

 

弓
江
、
入
れ
か
け
た
飲
み
物
を
用
意
す
る
。 

奈
央
「
あ
た
し
は
い
い
、
も
う
夏
期
講
習
行
か
な
い 

と
」 

 
 

 

奈
央
、
出
て
い
く
途
中
で
水
野
に
呟
く
。 

奈
央
「
大
根
役
者
」 

 
 

 

奈
央
、
出
て
い
く
。 

 
 

 

水
野
、
た
め
息
を
つ
く
。 

 

○
同
・
明
弘
の
部
屋
・
中
（
夕
） 

 
 

 

水
野
、
ベ
ッ
ド
で
眠
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

 
 

 

窓
か
ら
差
し
込
む
夕
日
が
眩
し
く
、
目
を
覚 

ま
す
。 

水
野
「
こ
ん
な
ん
で
、
金
も
ら
っ
て
い
い
の
か
よ
」 

 

○
ひ
ば
り
公
園
前
（
夕
） 

 
 

 

自
転
車
で
走
る
奈
央
、
公
園
の
中
を
見
る
。 

 
 

 

砂
場
を
掘
っ
て
い
る
翔
太
の
姿
。 

 
 

 

奈
央
、
自
転
車
を
止
め
、 
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奈
央
「
あ
、
見
つ
け
た
」 

 

○
ひ
ば
り
公
園
・
中
（
夕
） 

 
 

 

翔
太
、
砂
場
の
あ
ち
こ
ち
を
掘
っ
て
い
る
。 

奈
央
の
声
「
探
し
物
は
コ
レ
か
な
？
」 

 
 

 

翔
太
、
振
り
向
く
と
、
奈
央
が
翔
太
の
ゲ
ー 

 
 

 
 

 

ム
機
を
持
っ
て
立
っ
て
い
る
。 

翔
太
「
あ
っ
！
お
姉
ち
ゃ
ん
」 

 

○
同
・
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
・
上
（
夕
） 

 
 

 

奈
央
と
ゲ
ー
ム
機
を
持
っ
た
翔
太
が
ジ
ャ 

ン
グ
ル
ジ
ム
の
上
に
座
っ
て
い
る
。 

奈
央
「
化
石
は
歴
史
が
詰
ま
っ
て
て
価
値
が
あ
る
も 

の
か
。
翔
太
く
ん
の
お
兄
ち
ゃ
ん
、
い
い
お
兄
ち

ゃ
ん
だ
ね
」 

翔
太
「
う
ん
、
す
げ
ー
か
っ
こ
い
い
ん
だ
」 

奈
央
「
お
兄
ち
ゃ
ん
と
は
遊
ば
な
い
の
？
」 

翔
太
「
バ
イ
ト
あ
る
か
ら
」 

奈
央
「
バ
イ
ト
っ
？
」 

翔
太
「
う
ん
、
前
は
新
聞
配
達
し
て
た
よ
」 
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奈
央
「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
い
く
つ
な
の
？
」 

翔
太
「
１
７
歳
」 

奈
央
「
年
離
れ
て
る
ん
だ
」 

翔
太
「
兄
ち
ゃ
ん
と
、
俺
の
父
ち
ゃ
ん
は
違
う
か
ら
」 

奈
央
「
え
っ
？
」 

翔
太
「
母
ち
ゃ
ん
が
最
初
に
結
婚
し
た
の
が
兄
ち
ゃ 

ん
の
父
ち
ゃ
ん
。
俺
の
父
ち
ゃ
ん
は
次
の
父
ち
ゃ

ん
。
２
人
と
も
ど
っ
か
行
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
っ
て
」 

奈
央
「
あ
…
…
そ
う
な
ん
だ
…
…
」 

翔
太
「
だ
か
ら
、
似
て
な
い
ん
だ
、
兄
ち
ゃ
ん
と
」 

 
 

 

気
ま
ず
く
な
る
奈
央
。 

奈
央
「
で
も
ね
、
似
て
く
る
わ
よ
、
一
緒
に
住
ん
で 

る
と
！
ほ
ら
、
犬
だ
っ
て
飼
い
主
に
似
て
く
る
ん

だ
か
ら
。
だ
か
ら
、
き
っ
と
カ
ッ
コ
よ
く
な
れ
る

よ
、
お
兄
ち
ゃ
ん
み
た
い
に
！
」 

翔
太
「
ほ
ん
と
？
！
」 

奈
央
「
う
ん
！
」 

 
 

 

翔
太
、
ゲ
ー
ム
機
の
電
源
を
入
れ
る
。 

翔
太
「
あ
、
動
い
た
！
あ
り
が
と
う
」 

奈
央
、
微
笑
む
。 
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○
阿
部
家
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
中
（
夜
） 

 
 

 

水
野
、
席
に
座
り
、
驚
い
て
い
る
。 

 
 

 

弓
江
と
奈
央
が
、
た
く
さ
ん
の
料
理
を
食
卓 

 

 
 

 

に
並
べ
て
い
る
。 

 
 

 
阿
部
が
、
ま
り
亜
を
車
椅
子
に
乗
せ
て
席
に 

 
 

 

着
か
せ
る
。 

ま
り
亜
「
今
日
は
随
分
ご
馳
走
だ
ね
」 

阿
部
「
明
弘
の
帰
省
祝
い
だ
か
ら
ね
、
母
さ
ん
も
た 

く
さ
ん
食
べ
な
き
ゃ
な
」 

 
 

 

奈
央
と
弓
江
も
席
に
着
く
。 

阿
部
「
じ
ゃ
…
…
お
か
え
り
明
弘
」 

水
野
「
た
だ
い
ま
、
父
さ
ん
、
母
さ
ん
、
お
ば
あ
ち 

ゃ
ん
…
…
奈
…
…
奈
…
…
」 

 
 

 

奈
央
、
咳
払
い
し
て
、 

奈
央
「
い
っ
た
だ
っ
き
ま
ー
す
」 

 
 

 

奈
央
、
料
理
を
食
べ
は
じ
め
、
水
野
以
外
は 

食
べ
始
め
る
。 

 
 

 

水
野
、
な
か
な
か
手
を
付
け
ら
れ
な
い
。 

ま
り
亜
「
明
弘
、
食
べ
な
い
の
か
い
？
」 

 
 

 

心
配
そ
う
に
見
つ
め
る
阿
部
家
の
人
々
。 
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水
野
の
携
帯
が
な
る
。 

 
 

 

着
信
画
面
に
「
山
口
公
平
」
と
あ
る
。 

 
 

 

水
野
、
慌
て
て
立
つ
。 

水
野
「
ご
め
ん
、
俺
、
約
束
あ
っ
た
ん
だ
」 

 
 

 
水
野
、
急
い
で
出
て
い
く
。 

 
 

 

ま
り
亜
、
弓
江
、
阿
部
、
呆
気
に
と
ら
れ
る
。 

 
 

 

奈
央
、
黙
々
と
食
べ
続
け
る
。 

 

○
ひ
ば
り
公
園
・
中
（
夜
） 

 
 

 

水
野
と
山
口
、
ブ
ラ
ン
コ
に
座
っ
て
い
る
。 

山
口
「
１
７
に
も
な
っ
て
、
他
人
と
ご
飯
食
べ
る
の 

 

に
緊
張
す
る
か
ね
え
。
俺
は
斡
旋
者
と
し
て
ち
ょ 

っ
と
様
子
を
聞
こ
う
と
思
っ
た
だ
け
だ
っ
た
ん
だ

ぜ
」 

水
野
「
初
め
て
な
ん
だ
よ
、
あ
う
い
う
雰
囲
気
。
家 

族
団
ら
ん
っ
て
い
う
の
？
ど
う
や
っ
て
食
え
ば
い

い
の
か
。
そ
れ
に
、
俺
だ
け
あ
ん
な
…
…
食
え
ね

え
よ
」 

山
口
「
…
…
弟
か
」 

 
 

 

水
野
、
ブ
ラ
ン
コ
か
ら
降
り
、 
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水
野
「
今
日
は
助
か
っ
た
。
ほ
ん
と
、
助
か
っ
た
。 

俺
、
翔
太
待
た
せ
て
る
か
ら
帰
る
わ
」 

 
 

 

水
野
、
走
っ
て
行
く
。 

 

○
水
野
の
ア
パ
ー
ト
・
居
間
・
中
（
夜
） 

 
 

 

水
野
と
翔
太
、
オ
ム
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
い
る
。 

 
 

 

水
野
、
翔
太
の
唇
の
端
に
ケ
チ
ャ
ッ
プ
が
付 

い
て
い
る
の
を
拭
っ
て
や
る
。 

水
野
の
口
の
端
に
も
つ
い
て
い
る
。 

翔
太
「
兄
ち
ゃ
ん
も
！
」 

水
野
「
え
？
」 

翔
太
、
水
野
の
口
元
を
笑
っ
て
拭
く
。 

翔
太
「
兄
ち
ゃ
ん
と
俺
、
似
て
き
た
ね
。
犬
も
飼
い 

主
に
似
て
く
る
ん
だ
っ
て
」 

水
野

「
（

鼻
で
笑
っ
て
）
何
だ
よ
そ
れ
。
俺
ら
犬
で 

も
飼
い
主
で
も
な
い
だ
ろ
」 

 
 

 

翔
太
、
幸
せ
そ
う
に
笑
っ
て
食
べ
る
。 

翔
太
「
あ
！
」 

と
思
い
出
し
て
、
ゲ
ー
ム
機
を
見
せ
る
。 

翔
太
「
ジ
ャ
ー
ン
！
」 
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水
野
「
え
っ
？
！
」 

 

○
阿
部
家
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
朝
） 

 
 

 

水
野
が
ソ
フ
ァ
に
座
っ
て
い
る
。 

 
 

 
奈
央
、
入
っ
て
く
る
。 

奈
央
「
あ
れ
、
お
兄
ち
ゃ
ん
は
朝
帰
り
で
す
か
？
」 

水
野
「
昨
日
は
…
…
悪
か
っ
た
」 

奈
央
「
別
に
期
待
し
て
な
い
し
」 

水
野
「
そ
ん
な
憎
ま
れ
口
叩
く
妹
を
み
て
、
兄
さ
ん 

あ
の
世
で
泣
い
て
ん
じ
ゃ
ね
？
」 

 
 

 

奈
央
、
水
野
の
頬
を
打
つ
振
り
を
し
な
が
ら
、 

よ
け
た
水
野
の
脇
腹
を
く
す
ぐ
る
。 

 
 

 

水
野
、
不
意
を
打
た
れ
、
身
を
よ
じ
る
。 

 
 

 

奈
央
、
勝
ち
誇
っ
た
顔
で
出
て
行
く
。 

水
野
「
な
ん
だ
よ
ア
イ
ツ
」 

 

○
散
歩
道 

 
 

 

水
野
と
奈
央
木
漏
れ
日
の
中
を
、
車
い
す
の 

ま
り
亜
を
押
し
て
歩
く
。 

 
 

 

奈
央
が
こ
っ
そ
り
と
水
野
に
道
を
指
示
し
て 
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い
る
。 

 
 

 

ヒ
マ
ワ
リ
が
き
れ
い
に
咲
い
て
い
る
小
さ
な 

 
 

 

畑
が
あ
る
。 

ま
り
亜
「
今
年
も
綺
麗
に
咲
い
て
る
ね
」 

奈
央
「
ほ
ん
と
だ
ね
」 

ま
り
亜
「
来
年
も
一
緒
に
見
ら
れ
る
と
い
い
ね
え
」 

水
野
「
う
、
う
ん
」 

 
 

 

水
野
、
奈
央
、
複
雑
な
表
情
。 

 
 

 

ま
り
亜
、
遠
く
を
見
つ
め
て
い
る
。 

 

○
阿
部
家
・
食
卓
（
夜
） 

 
 

 

阿
部
家
全
員
と
水
野
が
食
卓
に
つ
い
て
い
る
。 

 
 

 

水
野
、
ぎ
こ
ち
な
く
食
事
を
共
に
す
る
。 

ま
り
亜
「
明
弘
、
後
で
ピ
ア
ノ
弾
い
て
く
れ
る
か
い 

？
」 

水
野
「
ピ
ア
ノ
？
！
」 

阿
部
と
弓
江
、
困
惑
の
表
情
。 

奈
央
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ピ
ア
ノ
な
ら
あ
た
し
が
弾 

く
よ
」 

ま
り
亜
「
明
弘
は
ア
メ
リ
カ
、
あ
た
し
は
ホ
ー
ム
。 
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明
弘
の
ピ
ア
ノ
を
も
う
一
度
聴
い
て
お
き
た
い
ん

だ
よ
」 

奈
央
「
…
…
そ
う
だ
ね
、
じ
ゃ
あ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん 

が
眠
る
こ
ろ
に
。
ね
、
お
兄
ち
ゃ
ん
、
後
で
弾
い

て
あ
げ
て
」 

水
野
「
…
…
も
ち
ろ
ん
」 

 
 

 

阿
部
と
弓
江
戸
惑
い
の
表
情
。 

 

○
同
・
ま
り
亜
の
部
屋
・
中
（
夜
） 

 
 

 

ま
り
亜
、
ベ
ッ
ド
で
横
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 

 

穏
や
か
な
表
情
。 

 

○
同
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
夜
） 

 
 

 

奈
央
、
ピ
ア
ノ
の
前
に
座
る
。 

 
 

 

水
野
、
阿
部
、
弓
江
は
ソ
フ
ァ
に
座
っ
て
い 

る
。 

水
野
「
す
み
ま
せ
ん
」 

阿
部
「
こ
ち
ら
こ
そ
、
悪
か
っ
た
ね
」 

 
 

 

奈
央
、
「
ア
ベ
マ
リ
ア
」
を
弾
き
始
め
る
。 
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○
同
・
ま
り
亜
の
部
屋
・
中
（
夜
） 

ま
り
亜
、
流
れ
て
く
る
ピ
ア
ノ
を
聴
い
て
い

る
。 

聴
き
入
っ
て
い
る
表
情
が
、
ふ
と
曇
る
。 

 

○
同
・
２
階
・
明
弘
の
部
屋
・
中
（
夜
） 

 
 

 

水
野
、
ベ
ッ
ド
に
腰
掛
け
て
い
る
。 

 
 

 

奈
央
、
入
口
に
立
っ
て
い
る
。 

奈
央
「
だ
か
ら
あ
ん
た
に
お
兄
ち
ゃ
ん
の
代
わ
り
な 

ん
て
出
来
な
い
っ
て
言
っ
た
で
し
ょ
」 

水
野
「
さ
っ
き
の
曲
、
何
て
曲
？
」 

奈
央
「
ア
ベ
マ
リ
ア
」 

水
野
「
…
…
阿
部
ま
り
…
…
亜
！
っ
て
名
前
じ
ゃ
ん
」 

奈
央
「
冗
談
で
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
弾
い
て
聴
か
せ 

よ
う
な
ん
て
こ
と
し
な
い
で
ね
」 

水
野
「
弾
か
ね
え
よ
っ
て
い
う
か
、
弾
け
ね
え
し
」 

 

○
同
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
夜
） 

 
 

 

壁
の
時
計
８
時
半
過
ぎ
を
差
し
て
い
る
。 

水
野
、
帰
り
支
度
を
し
て
く
る
。 
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水
野
「
じ
ゃ
あ
、
今
日
は
こ
れ
で
」 

 
 

 

弓
江
、
水
野
に
紙
袋
を
渡
す
。 

弓
江
「
お
か
ず
、
持
っ
て
帰
っ
て
」 

水
野
「
え
っ
？
」 

弓
江
「
ご
め
ん
ね
。
弟
さ
ん
の
こ
と
、
山
口
く
ん
に 

聞
い
た
の
。
遠
慮
な
ん
て
し
な
い
で
ね
。
こ
っ
ち

こ
そ
、
こ
ん
な
こ
と
頼
ん
で
る
ん
だ
か
ら
」 

水
野
「
…
…
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 
 

 

水
野
、
受
け
取
る
。 

弓
江
「
う
ん
」 

 
 

 

弓
江
、
嬉
し
そ
う
に
微
笑
む
。 

 
 

 

水
野
、
素
直
な
笑
顔
を
か
え
せ
な
い
。 

 

○
本
屋
「
橋
本
書
店
」
・
中
・
（
夜
） 

 
 

 

水
野
、
楽
譜
の
棚
に
歩
い
て
い
く
。 

 
 

 

「
あ
」
の
欄
を
探
す
。 

水
野
「
あ
っ
た
…
」 

 
 

 

水
野
、
ア
ベ
マ
リ
ア
の
楽
譜
を
手
に
す
る
。 

 
 

 

『
は
じ
め
て
で
も
弾
け
る
』
と
タ
イ
ト
ル
が 

付
い
て
い
る
。 
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後
ろ
で
本
を
整
理
す
る
若
い
店
員
の
女
性
に
、 

水
野
「
あ
の
…
…
ド
レ
ミ
っ
て
わ
か
り
ま
す
？
」 

店
員
「
は
い
？
」 

 

○
水
野
の
ア
パ
ー
ト
・
居
間
・
中
（
夜
） 

 
 

 

翔
太
、
弓
江
の
お
か
ず
の
筑
前
煮
を
食
べ
る
。 

翔
太
「
お
い
し
い
！
兄
ち
ゃ
ん
、
ご
は
ん
屋
さ
ん
で 

バ
イ
ト
し
て
る
の
？
」 

水
野
「
ま
あ
、
な
…
…
。
あ
の
さ
、
翔
太
。
お
前
、 

ピ
ア
ニ
カ
持
っ
て
る
？
」 

翔
太
「
持
っ
て
る
よ
」 

水
野
「
ド
っ
て
、
ど
こ
か
わ
か
る
？
」 

翔
太
「
兄
ち
ゃ
ん
、
俺
を
バ
カ
に
し
て
ん
の
？
」 

 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

 
 

 

電
気
の
消
え
た
居
間
で
翔
太
が
寝
て
い
る
。 

 
 

 

水
野
、
そ
の
横
で
、
懐
中
電
灯
片
手
に
、
ピ

ア
ニ
カ
の
音
を
出
さ
ず
に
、
ド
レ
ミ
を
書
き

こ
ん
だ
楽
譜
を
見
な
が
ら
右
手
で
「
ア
ベ
マ

リ
ア
」
の
練
習
を
す
る
。 
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鍵
盤
の
ド
の
位
置
に
『
ド
』
と
マ
ジ
ッ
ク
で

書
か
れ
て
い
る
。 

 

○
同
・
玄
関
前
（
早
朝
） 

 
 

 
 

千
鳥
足
の
葉
子
が
部
屋
の
鍵
を
開
け
て
入

っ
て
行
く
。 

 

○
同
・
部
屋
・
台
所
・
中
（
早
朝
） 

 
 

 

水
野
、
顔
を
洗
っ
て
い
る
。 

 
 

 

千
鳥
足
の
葉
子
が
入
っ
て
来
て
、
冷
蔵
庫
を 

開
け
筑
前
煮
を
見
つ
け
食
べ
る
。 

葉
子
「
う
ま
っ
！
達
哉
、
腕
あ
げ
た
ね
え
」 

水
野
「
店
終
わ
る
の
１
時
だ
ろ
。
毎
日
、
朝
ま
で
何 

フ
ラ
フ
ラ
や
っ
て
ん
だ
よ
」 

葉
子
「
色
々
あ
ん
の
よ
～
。
う
ま
っ
！
」 

 
 

 

葉
子
、
ご
機
嫌
で
部
屋
へ
入
っ
て
行
く
。 

 
 

 

水
野
、
た
め
息
を
つ
く
。 

思
わ
ず
、
台
所
の
調
理
台
を
拳
で
殴
る
。 

 

○
阿
部
家
・
ま
り
亜
の
部
屋
・
中 
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眠
っ
て
い
る
ま
り
亜
。 

水
野
、
そ
の
横
で
読
書
す
る
。 

 
 

 

ま
り
亜
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
の
テ
ー
ブ
ル
に
カ 

レ
ン
ダ
ー
。 

ホ
ー
ム
へ
行
く
日
に
印
が
つ
い
て
い
る
。 

水
野
Ｍ
「
あ
と
５
日
…
…
」 

 
 

 

水
野
、
窓
の
外
を
見
る
。 

雨
が
降
っ
て
い
る
。 

 

○
道
・
ひ
ま
わ
り
畑
・
前 

 
 

 

水
野
、
車
い
す
の
ま
り
亜
を
押
し
て
い
る
。 

水
野
「
今
日
は
晴
れ
て
よ
か
っ
た
ね
…
…
あ
の
、
他 

に
行
き
た
い
所
と
か
あ
る
？
」 

ま
り
亜
「
明
弘
…
…
、
昔
、
一
緒
に
縁
日
に
行
っ
て 

金
魚
す
く
い
し
た
こ
と
覚
え
て
る
か
い
？
」 

水
野
「
あ
、
…
…
う
ん
」 

ま
り
亜
「
沢
山
す
く
え
て
、
大
喜
び
し
た
ね
」 

水
野
「
そ
う
だ
っ
た
ね
」 

 
 

 

ま
り
亜
、
水
野
を
見
て
微
笑
む
。 

 
 

 

ま
り
亜
、
正
面
を
向
き
、
遠
く
を
見
つ
め
る
。 
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水
野
、
車
椅
子
を
押
す
。 

 

○
阿
部
家
・
明
弘
の
部
屋
・
中 

 
 

 

ア
ベ
マ
リ
ア
の
楽
譜
を
見
て
、
ピ
ア
ニ
カ
で 

練
習
し
て
い
る
。 

所
ど
こ
ろ
音
が
出
な
い
鍵
盤
が
あ
る
。 

 

○
同
・
２
階
・
廊
下 

 
 

 

奈
央
が
部
屋
か
ら
出
て
く
る
。 

 
 

 

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
た
ど
た
ど
し
く
小
さ
な 

音
が
聞
こ
え
て
く
る
。 

奈
央
「
ま
さ
か
、
あ
い
つ
！
」 

 

○
同
・
明
弘
の
部
屋
・
中 

 
 

 

奈
央
が
勢
い
よ
く
入
っ
て
く
る
。 

 
 

 

水
野
、
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
楽
譜
を
ベ
ッ
ド 

 
 

 

      

に
隠
し
、
咄
嗟
に
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
持
つ
。 

水
野
「
何
だ
よ
、
い
き
な
り
！
か
、
夏
期
講
習
は
？
」 

奈
央
「
今
日
は
休
講
！
な
に
コ
ソ
コ
ソ
や
っ
て
ん
の
」 

水
野
「
別
に
」 
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奈
央
「
今
、
弾
い
て
た
で
し
ょ
」 

水
野
「
弾
い
て
な
い
」 

奈
央
「
ま
さ
か
、
い
つ
も
弾
い
て
る
の
？
」 

水
野
「
弾
い
て
な
い
」 

奈
央
、
ベ
ッ
ド
の
シ
ー
ツ
を
引
き
は
が
す
。 

 
 

 

楽
譜
と
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
が
出
て
く
る
。 

奈
央
「
弾
い
て
る
じ
ゃ
な
い
！
！
」 

水
野
「
弾
い
て
な
い
っ
て
！
っ
て
か
弾
け
て
な
い
し
」 

 
 

 

奈
央
、
呆
れ
た
表
情
。 

 

○
同
・
リ
ビ
ン
グ
・
中
（
夜
） 

 
 

 

弓
江
、
酢
豚
や
サ
ラ
ダ
を
入
れ
た
タ
ッ
パ
を 

紙
袋
に
入
れ
て
い
る
。 

水
野
、
や
っ
て
き
て
、 

水
野
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
お
や
す
み
っ
て
言
っ
て 

き
ま
す
」 

 
 

 

頷
く
弓
江
の
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
。 

 
 

 

水
野
、
出
て
行
く
。 

 

○
水
野
の
ア
パ
ー
ト
・
台
所
（
早
朝
） 
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水
野
、
チ
ャ
ー
ハ
ン
を
作
っ
て
い
る
。 

 
 

 

翔
太
、
ピ
ア
ニ
カ
を
弾
い
て
い
る
。 

 
 

 

玄
関
の
開
く
音
。 

葉
子
が
入
っ
て
く
る
。 

翔
太
「
母
ち
ゃ
ん
お
か
え
り
」 

葉
子
「
た
だ
い
ま
。
あ
～
飲
み
す
ぎ
ち
ゃ
っ
た
」 

 
 

 

酔
っ
払
っ
た
葉
子
、
冷
蔵
庫
を
開
け
弓
江
の 

作
っ
た
酢
豚
を
見
つ
け
る
。 

葉
子
、
酢
豚
を
つ
ま
み
な
が
ら
、 

葉
子
「
う
ま
っ
！
ね
え
、
ま
た
こ
の
前
の
筑
前
煮
、 

 

 

あ
れ
作
っ
て
よ
」 

水
野
「
…
…
」 

葉
子
「
ね
え
、
あ
ん
た
の
作
っ
た
筑
前
煮
よ
」 

水
野

「
（

呟
く
）
俺
ん
じ
ゃ
ね
え
よ
」 

葉
子
「
ね
え
、
筑
前
煮
！
聞
い
て
ん
の
？
！
」 

 
 

 

水
野
、
フ
ラ
イ
パ
ン
を
コ
ン
ロ
に
叩
き
つ
け 

る
。 

 
    

翔
太
と
葉
子
、
驚
く
。 

水
野
「
い
い
加
減
に
し
ろ
よ
！
何
考
え
て
ん
だ
よ
！ 

俺
の
作
っ
た
料
理
の
味
も
わ
か
ん
な
く
な
っ
ち
ま 
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っ
て
さ
っ
！
て
め
え
は
一
生
そ
う
や
っ
て
生
き
て

く
つ
も
り
か
よ
っ
！
」 

葉
子
「
な
に
よ
、
急
に
」 

 
 

 

翔
太
、
葉
子
の
前
に
か
ば
う
よ
う
に
立
つ
。 

翔
太
「
母
ち
ゃ
ん
の
こ
と
『
て
め
え
』
っ
て
言
う 

な
！
母
ち
ゃ
ん
は
俺
た
ち
の
母
ち
ゃ
ん
だ
ろ
！
」 

水
野
「
…
…
う
ん
ざ
り
だ
よ
」 

 
 

 

水
野
、
出
て
い
く
。 

 
 

 

葉
子
、
力
が
抜
け
て
座
り
込
む
。 

 
 

 

翔
太
、
寄
り
添
う
。 

 

○
阿
部
家
・
ま
り
亜
の
部
屋
・
中 

 
 

 

ま
り
亜
、
ベ
ッ
ド
で
体
を
起
こ
し
て
い
る
。 

 
 

 

水
野
、
入
っ
て
く
る
。 

水
野
「
散
歩
、
行
こ
う
か
？
」 

 
 

 

ま
り
亜
、
微
笑
ん
で
、
頷
く
。 

 

〇
散
歩
道 

 
 

 

水
野
、
ま
り
亜
の
車
椅
子
を
押
し
て
い
る
。 

ま
り
亜
「
明
弘
、
こ
こ
へ
き
て
お
く
れ
」 
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水
野
、
車
椅
子
を
止
め
、
ま
り
亜
の
ほ
う
へ 

し
ゃ
が
み
こ
み
、
顔
を
向
け
る
。 

 
 

 

ま
り
亜
、
水
野
の
顔
を
両
手
で
包
み
込
む
。 

ま
り
亜
、
目
を
つ
む
る
。 

水
野
、
困
惑
の
表
情
。 

ま
り
亜
、
微
笑
み
、
手
を
放
す
。 

ま
り
亜
「
…
…
縁
日
の
話
、
覚
え
て
る
か
い
？
」 

水
野
「
い
っ
ぱ
い
す
く
っ
た
話
…
…
」 

 
 

 

ま
り
亜
、
い
た
ず
ら
そ
う
に
笑
う
。 

ま
り
亜
「
明
弘
は
ね
、
金
魚
な
ん
て
す
く
え
な
か
っ 

た
ん
だ
。
泣
い
て
泣
い
て
大
変
だ
っ
た
ん
だ
か
ら
」 

 
 

 

水
野
、
驚
い
て
立
ち
上
が
る
。 

ま
り
亜
「
ピ
ア
ノ
、
あ
れ
は
奈
央
が
弾
い
て
た
ね
。 

あ
の
子
の
癖
は
ち
ゃ
ん
と
耳
に
入
っ
て
る
」 

水
野
「
い
や
、
あ
れ
は
俺
が
」 

ま
り
亜

「
（

真
顔
で
）
明
弘
に
何
が
あ
っ
た
ん
だ 

い
？
」 

水
野
「
何
言
っ
て
る
ん
だ
よ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

」
、 

ま
り
亜
「
明
弘
は
、
も
う
…
…
い
な
い
ん
だ
ね
」 

 
 

 

水
野
、
戸
惑
う
。 
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ま
り
亜
「
目
は
見
え
な
く
な
っ
て
い
く
。
耳
も
遠
く 

な
っ
て
い
く
。
で
も
ね
、
こ
の
手
の
感
覚
だ
け
は
、

し
っ
か
り
と
残
っ
て
る
ん
だ
よ
」 

水
野
、
顔
を
背
け
る
。 

ま
り
亜
「
あ
た
し
を
な
め
る
ん
じ
ゃ
な
い
」 

水
野
「
…
…
」 

 
 

 

ま
り
亜
、
水
野
の
手
を
取
る
。 

ま
り
亜
「
同
じ
屋
根
の
下
に
住
ん
で
い
れ
ば
、
ど
ん 

な
に
隠
し
て
も
察
す
る
も
ん
な
ん
だ
よ
。
大
丈
夫
。 

心
の
準
備
は
で
き
て
る
か
ら
」 

 
 

 

水
野
、
戸
惑
い
な
が
ら
、 

水
野
「
半
年
前
…
…
交
通
事
故
で
。
詳
し
い
こ
と
は
」 

 
 

 

水
野
、
首
を
横
に
振
る
。 

ま
り
亜
「
前
の
発
作
で
…
…
あ
た
し
が
入
院
し
て
た 

頃
だ
ね
」 

水
野
「
…
…
」 

ま
り
亜
「
こ
れ
は
、
あ
た
し
の
た
め
に
仕
組
ん
だ
ん 

だ
ね
？
」 

水
野
「
…
…
」 

ま
り
亜
「
明
弘
を
亡
く
し
て
一
番
悲
し
い
の
は
、
弓 
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江
さ
ん
と
浩
一
。
あ
た
し
の
兄
が
戦
争
で
亡
く
な

っ
た
時
、
母
は
一
生
分
の
涙
を
流
し
て
た
。
そ
り

ゃ
、
み
ん
な
辛
い
。
そ
の
中
で
も
一
番
辛
い
の
は

親
な
の
に
。
な
ん
て
バ
カ
な
子
た
ち
な
ん
だ
ろ
う

ね
え
」 

水
野
「
…
…
」 

ま
り
亜
「
…
…
今
か
ら
依
頼
主
は
あ
た
し
だ
ね
」 

水
野
「
え
？
」 

ま
り
亜
「
あ
ん
た
は
よ
く
や
っ
て
る
。
こ
う
や
っ
て 

あ
た
し
の
散
歩
道
も
ち
ゃ
ん
と
覚
え
て
く
れ
た
。

あ
た
し
が
出
て
い
く
ま
で
の
あ
と
一
日
。
弓
江
さ

ん
と
浩
一
の
た
め
に
、
こ
の
ま
ま
知
ら
な
い
ふ
り

を
し
て
明
弘
を
演
じ
て
や
っ
て
お
く
れ
」 

水
野
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
…
…
」 

ま
り
亜
「
ダ
メ
か
い
？
」 

 
 

 

ま
り
亜
、
真
剣
な
表
情
で
水
野
を
み
つ
め
る
。 

水
野
「
…
…
ダ
メ
じ
ゃ
、
な
い
で
す
」 

ま
り
亜
「
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
」 

水
野
「
…
…
あ
、
は
い
」 

ま
り
亜
「
笑
い
な
さ
い
。
ほ
ん
の
少
し
で
い
い
」 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 45 

水
野
「
…
…
笑
う
」 

ま
り
亜
「
ど
ん
な
に
辛
く
た
っ
て
、
笑
い
な
さ
い
。 

嘘
の
笑
顔
も
そ
の
う
ち
、
本
物
の
笑
顔
に
な
る
か

ら
」 

水
野
「
…
…
」 

ま
り
亜

「
（

粋
に
）
あ
ん
た
の
名
前
は
聞
か
な
い
よ
。 

二
度
と
会
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
ね
」 

ま
り
亜
、
自
分
で
車
い
す
を
動
か
す
。 

 
 

 

水
野
、
慌
て
て
、
車
い
す
を
押
す
。 

 

○
阿
部
家
・
リ
ビ
ン
グ
・
中 

 
 

 

水
野
、
固
い
表
情
で
入
っ
て
く
る
。 

 
 

 

奈
央
と
弓
江
が
お
茶
を
飲
ん
で
い
る
。 

 
 

 

阿
部
、
新
聞
を
読
ん
で
い
る 

弓
江
「
ど
う
か
し
た
の
？
」 

水
野
「
い
い
え
」 

弓
江
、
立
ち
上
が
り
、 

弓
江
「
ジ
ュ
ー
ス
飲
む
？
」 

水
野
「
あ
の
…
…
今
日
、
泊
ま
っ
て
い
い
で
す
か
？
」 

奈
央
「
？
」 
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阿
部

「
（

笑
っ
て
）
も
ち
ろ
ん
だ
よ
！
」 

 
 

 

弓
江
、
嬉
し
そ
う
に
、 

弓
江
「
晩
ご
飯
、
何
に
し
よ
う
か
し
ら
ね
！
」 

奈
央
「
…
…
」 

水
野
「
あ
の
、
晩
ご
飯
、
俺
が
作
り
ま
す
」 

奈
央
「
え
？
」 

 
 

 

阿
部
、
弓
江
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。 

 
 

 

水
野
、
ぎ
こ
ち
な
く
笑
っ
て
出
て
行
く
。 

 

○
同
・
２
階
・
襖
の
部
屋
・
前 

 
 

 

水
野
、
襖
の
前
に
立
ち
そ
っ
と
開
け
る
。 

 

○
同
・
中 

 
 

 

水
野
、
遺
影
の
前
に
座
る
。 

 
 

 

満
面
の
笑
み
の
明
弘
の
遺
影
。 

水
野
「
動
か
な
い
笑
顔
見
せ
て
ん
じ
ゃ
ね
え
よ
」 

 

○
同
・
２
階
・
廊
下 

 
 

 

奈
央
、
襖
に
も
た
れ
て
聞
い
て
い
る
。 
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〇
阿
部
家
・
ま
り
亜
の
部
屋
・
中
（
夕
） 

 
 

 

ま
り
亜
が
ベ
ッ
ド
で
横
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 

 

夕
日
が
窓
の
外
に
見
え
る
。 

 

〇
同
・
キ
ッ
チ
ン 

（
夕
） 

 
 

 

水
野
が
料
理
を
し
て
い
る
。 

 
 

 

弓
江
が
一
緒
に
手
伝
っ
て
い
る
。 

 
 

 

阿
部
が
微
笑
ま
し
く
見
て
い
る
。 

 
 

 

奈
央
、
意
外
と
い
っ
た
様
子
で
見
て
い
る
。 

 

○
水
野
の
ア
パ
ー
ト
・
居
間
・
中
（
夜
） 

 
 

 

葉
子
、
布
団
を
敷
い
て
い
る
。 

葉
子
、
部
屋
の
隅
に
置
い
て
あ
る
ピ
ア
ニ
カ 

 
 

 
 

 

と
「
ア
ベ
マ
リ
ア
」
の
楽
譜
を
手
に
取
る
。 

葉
子
「
な
に
こ
れ
？
」 

歯
ブ
ラ
シ
を
持
っ
た
翔
太
や
っ
て
来
る
。 

翔
太
「
母
ち
ゃ
ん
、
塩
ち
ょ
ー
だ
い
」 

 
 

 

葉
子
、
ま
た
布
団
を
敷
き
始
め
、 

葉
子
「
え
～
？
な
ん
で
？
」 

翔
太
「
歯
磨
き
粉
が
な
い
か
ら
。
昔
は
そ
う
し
て
た 
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っ
て
兄
ち
ゃ
ん
が
前
に
言
っ
て
た
」 

葉
子
「
…
…
ど
っ
か
に
買
い
置
き
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な 

い
の
？
」 

翔
太
「
洗
面
台
の
下
も
な
か
っ
た
」 

葉
子
「
母
ち
ゃ
ん
、
買
い
に
行
く
よ
」 

翔
太
「
…
…
兄
ち
ゃ
ん
…
…
帰
っ
て
来
な
い
ね
」 

葉
子
「
…
…
ほ
っ
と
き
な
」 

 
 

 

翔
太
、
寂
し
そ
う
な
表
情
。 

 
 

 

葉
子
、
翔
太
を
横
目
で
見
て
布
団
を
敷
き
、 

葉
子
「
…
…
今
日
、
母
ち
ゃ
ん
、
こ
こ
で
寝
よ
う
か 

な
」 

翔
太
「
え
っ
？
！
」 

葉
子
「
何
で
驚
く
の
」 

翔
太
「
だ
っ
て
」 

葉
子
「
嫌
な
ら
い
い
よ
」 

翔
太
「
歯
、
磨
い
て
く
る
！
」 

 
 

 

翔
太
、
慌
て
て
駆
け
出
す
。 

 
 

 

葉
子
、
照
れ
く
さ
そ
う
に
微
笑
む
。 

 

〇
阿
部
家
・
食
卓
（
夜
） 
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水
野
、
阿
部
、
弓
江
、
奈
央
、
ま
り
亜
が
食 

卓
を
囲
ん
で
い
る
。 

弓
江
「
お
い
し
い
ッ
」 

阿
部
「
ほ
ん
と
だ
」 

 
 

 
阿
部
、
弓
江
が
喜
ん
で
い
る
。 

 
 

 

奈
央
も
ま
ん
ざ
ら
で
は
な
い
表
情
。 

ま
り
亜
、
水
野
を
微
笑
ま
し
く
見
つ
め
る
。 

 
 

 
 

〇
水
野
の
ア
パ
ー
ト
・
居
間
・
中
（
深
夜
） 

 
 

 

翔
太
が
布
団
で
眠
っ
て
い
る
。 

 
 

 

葉
子
、
横
に
な
り
翔
太
の
寝
顔
を
見
つ
め
て 

い
る
。 

 
 

 

葉
子
、
翔
太
を
抱
き
し
め
て
み
る
。 

 
 

 

翔
太
、
目
を
つ
む
っ
た
ま
ま
寝
言
の
よ
う
に
、 

翔
太
「
兄
ち
ゃ
ん
…
…
暑
い
よ
」 

 
 

 

と
、
葉
子
の
手
を
振
り
払
う
。 

 
 

 

葉
子
、
切
な
そ
う
に
見
つ
め
る
。 

 

〇
阿
部
家
・
明
弘
の
部
屋
・
中
（
深
夜
） 

 
 

 

水
野
、
ベ
ッ
ド
の
中
で
目
を
開
け
、
天
井
を 
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見
つ
め
て
い
る
。 

 
 

 

水
野
、
作
り
笑
い
と
真
顔
の
繰
り
返
し
。 

 
 

 

水
野
、
起
き
上
が
る
。 

 
 

 

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
何
気
な
く
も
て
あ
そ
ぶ
。 

 

〇
阿
部
家
・
リ
ビ
ン
グ
・
中 

 
 

 

陽
が
差
し
込
ん
で
い
る
。 

 
 

 

○
同
・
玄
関
・
外 

 
 

 

ホ
ー
ム
の
車
が
道
に
と
ま
っ
て
い
る
。 

 
 

 

そ
の
横
に
ホ
ー
ム
の
職
員
と
阿
部
と
弓
江
の 

姿
。 

 
 

 

玄
関
か
ら
奈
央
が
ま
り
亜
の
車
い
す
を
押
し

て
く
る
。 

 
 

 

水
野
、
見
守
る
。 

ま
り
亜
「
お
別
れ
だ
ね
」 

 
 

 

水
野
、
頷
く
。 

 
 

 

ま
り
亜
、
水
野
の
手
を
握
り
し
め
る
。 

水
野
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
…
…
」 

 
 

 

ま
り
亜
、
水
野
に
微
笑
み
、
頷
く
。 
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ま
り
亜
と
水
野
、
見
つ
め
合
う
。 

 
 

 

奈
央
、
気
を
遣
っ
た
様
子
で

,
 

奈
央
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
行
く
ね
」 

 
 

 

ま
り
亜
、
頷
く
。 

 
 

 
水
野
、
ま
り
亜
の
姿
を
見
送
る
。 

水
野
、
咄
嗟
に
リ
ビ
ン
グ
に
駆
け
込
む
。 

 

○
同
・
リ
ビ
ン
グ
・
中 

 
 

 

水
野
、
リ
ビ
ン
グ
の
窓
を
開
け
る
。 

 
 

 

水
野
、
一
瞬
戸
惑
う
が
、
思
い
切
っ
て
ピ
ア

ノ
を
開
け
、
座
る
。 

深
呼
吸
し
「
ア
ベ
マ
リ
ア
」
を
弾
き
始
め
る
。 

片
手
で
た
ど
た
ど
し
く
下
手
な
演
奏
。 

 

○
同
・
表 

 
 

 

家
の
中
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
水
野
の
演
奏
。 

 
 

 

奈
央
、
弓
江
、
阿
部
、
驚
く
。 

 
 

 

ま
り
亜
、
ゆ
っ
く
り
と
顔
を
上
げ
る
。 

 
 

 

奈
央
、
慌
て
て
車
い
す
を
進
め
よ
う
と
す
る
。 

 
 

 

ま
り
亜
、
手
で
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
。 
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奈
央
、
阿
部
、
弓
江
、
驚
く
。 

ま
り
亜
「
聴
か
せ
て
お
く
れ
」 

 
 

 

ま
り
亜
、
微
笑
み
な
が
ら
聴
い
て
い
る
。 

 
 

 

弓
江
、
阿
部
が
複
雑
な
表
情
で
立
ち
尽
く
す
。 

 
 

 
奈
央
は
ま
り
亜
の
顔
を
伺
う
。 

 
 

 

弓
江
、
阿
部
、
奈
央
も
聴
く
。 

 

○
同
・
リ
ビ
ン
グ
・
中 

 
 

 

水
野
、
最
後
４
小
節
を
弾
き
終
え
る
。 

 
 

 

水
野
、
立
ち
上
が
り
、
窓
辺
に
近
づ
く
。 

 

〇
同
・
表 

 
 

 

窓
辺
に
立
っ
て
い
る
水
野
の
姿
。 

 
 

 

阿
部
、
弓
江
、
奈
央
、
そ
れ
に
気
が
付
く
。 

 
 

 

ま
り
亜
が
声
を
上
げ
て
笑
い
だ
す
。 

ま
り
亜
「
恐
ろ
し
く
下
手
に
な
っ
た
も
ん
だ
っ
！ 

で
も
、
心
の
こ
も
っ
た
い
い
音
色
だ
っ
た
」 

奈
央
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
…
…
」 

 
 

 

ま
り
亜
、
拍
手
す
る
。 

 
 

 

阿
部
、
弓
江
も
思
わ
ず
笑
い
拍
手
す
る
。 
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水
野
、
驚
く
が
、
照
れ
な
が
ら
笑
顔
に
な
る
。 

弓
江
「
…
…
や
っ
と
、
笑
っ
て
く
れ
た
」 

阿
部
「
そ
う
だ
な
」 

奈
央
「
…
…
」 

ま
り
亜
、
微
笑
ん
で
頷
く
。 

ま
り
亜

「
（

呟
く
）
あ
り
が
と
う
」 

 
 

 

職
員
が
手
を
貸
し
、
ま
り
亜
を
車
に
乗
せ
る
。 

 
 

 

阿
部
と
弓
江
も
同
乗
す
る
。 

 
 

 

奈
央
を
残
し
、
車
が
出
発
す
る
。 

 

〇
同
・
リ
ビ
ン
グ
・
中 

 
 

 

水
野
、
車
を
見
送
る
。 

 

〇
同
・
明
弘
の
部
屋
・
中 

 
 

 

ド
ア
は
開
い
て
い
る
。 

 
 

 

水
野
、
帰
り
支
度
を
し
て
い
る
。 

 
 

 

奈
央
、
入
っ
て
く
る
。 

 
 

 

水
野
、
ち
ら
っ
と
奈
央
を
見
て
、 

水
野
「
じ
ゃ
あ
な
」 

奈
央
「
う
ん
」 
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水
野
、
部
屋
を
出
て
行
き
か
け
る
。 

奈
央
「
ね
え
っ
」 

 
 

 

水
野
、
振
り
返
る
。 

 
 

 

奈
央
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
水
野
に
投
げ
る
。 

 
 

 
水
野
、
思
わ
ず
受
け
る
。 

奈
央
「
あ
げ
る
。
そ
れ
、
お
兄
ち
ゃ
ん
の
誕
生
日
に 

 

 

私
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
や
つ
だ
か
ら
」 

 

〇
中
古
ゲ
ー
ム
屋
「
ド
ラ
ゴ
ン
」
・
店
内 

 
 

 

水
野
、
店
長
に
一
万
八
千
円
を
渡
す
。 

水
野
「
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
」 

 
 

 

店
長
、
戸
惑
っ
て
、 

店
長
「
い
や
、
あ
の
さ
、
そ
の
…
…
も
う
来
な
い
と 

思
っ
て
た
か
ら
」 

水
野
「
？
」 

店
長
「
防
犯
ビ
デ
オ
見
直
し
た
ん
だ
け
ど
さ
、
そ
の 

…
…
万
引
き
じ
ゃ
な
か
っ
た
み
た
い
で
さ
。
申
し

訳
な
い
っ
」 

水
野
「
え
？
あ
…
…
」 

店
長
「
高
い
と
こ
ろ
に
置
い
て
た
も
ん
だ
か
ら
、
う 
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っ
か
り
落
と
し
ち
ゃ
っ
た
だ
け
で
、
う
ち
の
置
き

方
が
悪
か
っ
た
ん
だ
っ
て
カ
ミ
さ
ん
に
も
怒
ら
れ

ち
ゃ
て
ね
。
だ
か
ら
こ
れ
は
」 

 
 

 

店
長
、
お
金
を
返
す
。 

水
野
「
で
も
、
壊
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す 

か
ら
」 

 
 

 

店
長
、
首
を
横
に
振
っ
て
、 

店
長
「
今
度
は
弟
さ
ん
と
一
緒
に
お
客
で
来
て
よ
」 

 
 

 

店
長
、
他
の
客
が
き
て
応
対
す
る
。 

 
 

 

水
野
、
頭
を
下
げ
て
店
を
出
る
。 

 
 

 

そ
の
後
ろ
姿
の
水
野
は
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を 

持
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

○
水
野
の
ア
パ
ー
ト
・
部
屋
・
中
（
夕
） 

 
 

 

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
水
野
が
入
っ
て

来
る
。 

驚
く
水
野
、
立
ち
尽
く
す
。 

 
 

 

葉
子
と
翔
太
が
台
所
に
立
ち
、
鍋
の
カ
レ
ー

を
か
き
回
し
て
い
る
。 

翔
太
「
お
か
え
り
！
兄
ち
ゃ
ん
！
」 
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葉
子
、
知
ら
ん
ふ
り
し
て
い
る
。 

 
 

 

翔
太
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
に
気
づ
き
、 

翔
太
「
わ
、
兄
ち
ゃ
ん
ど
う
し
た
の
？
！
こ
れ
」 

水
野
「
…
…
貰
っ
た
」 

 
 

 
翔
太
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
受
け
取
り
、
嬉 

し
そ
う
に
転
が
す
。 

 
 

 

水
野
、
葉
子
の
背
中
に
向
か
っ
て
、 

水
野
「
…
…
食
え
る
の
か
よ
」 

葉
子
「
あ
た
し
だ
っ
て
こ
れ
く
ら
い
作
れ
ん
の
よ
」 

水
野
「
店
は
…
…
？
」 

葉
子
「
休
ん
だ
っ
て
い
う
か
、
も
う
辞
め
よ
っ
か
な
」 

水
野
・
葉
子

「
（

同
時
に
）
バ
バ
ア
だ
し
」 

 
 

 

水
野
と
葉
子
、
鼻
で
笑
う
。 

 
 

 

水
野
、
居
間
へ
行
き
か
け
る
。 

葉
子
「
達
哉
、
…
…
あ
た
し
、
あ
ん
た
に
甘
え
す
ぎ 

て
た
ね
」 

水
野
「
…
…
い
い
ん
じ
ゃ
ね
、
べ
つ
に
」 

葉
子

「
（

照
れ
を
隠
す
よ
う
に
）
カ
ッ
コ
つ
け
」 

水
野
「
…
…
感
謝
し
て
る
よ
」 

葉
子
「
え
？
」 
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水
野
「
た
い
し
て
呑
め
な
い
酒
飲
ん
で
俺
た
ち
育
て 

て
く
れ
て
」 

葉
子
「
…
…
あ
た
し
は
好
き
で
呑
ん
で
ん
の
よ
」 

水
野
「
あ
、
そ
う
」 

葉
子

「
（

突
っ
ぱ
ね
て
）
そ
う
よ
」 

水
野
「
…
…
俺
さ
」 

葉
子
「
ん
？
」 

水
野
「
…
…
長
生
き
し
て
や
る
よ
」 

葉
子
「
な
に
そ
れ
」 

水
野
「
な
ん
で
も
な
い
」 

水
野
、
居
間
に
行
く
。 

 
 

 

葉
子
、
水
野
の
背
中
を
見
て
涙
を
こ
ら
え
る
。 

翔
太
「
母
ち
ゃ
ん
！
カ
レ
ー
ま
だ
？
」 

葉
子
「
あ
、
は
い
は
い
！
」 

 
 

 

葉
子
、
小
皿
に
カ
レ
ー
を
入
れ
る
。 

翔
太
が
味
見
を
す
る
。 

翔
太
「
ま
ず
っ
！
」 

葉
子
「
う
そ
っ
！
え
、
な
ん
で
」 

翔
太
「
無
理
っ
！
」 

 
 

 

水
野
、
振
り
返
り
、
葉
子
と
翔
太
の
様
子
を 
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見
つ
め
て
微
笑
む
。 

 

○
ひ
ば
り
公
園
前 

 
 

 

奈
央
と
友
人
、
自
転
車
で
通
り
か
か
る
。 

 
 

 
公
園
内
の
翔
太
に
気
づ
く
。 

 
 

 

奈
央
、
驚
い
て
自
転
車
を
止
め
る
。 

 
 

 

奈
央
の
視
線
の
先
、
翔
太
と
山
口
と
サ
ッ
カ 

ー
を
す
る
水
野
の
姿
。 

友
人
「
ど
う
か
し
た
？
」 

奈
央
「
う
、
う
う
ん
」 

 
 

 

奈
央
の
元
に
、
翔
太
が
蹴
り
損
ね
た
サ
ッ
カ 

ー
ボ
ー
ル
が
転
が
っ
て
く
る
。 

 
 

 

水
野
、
ボ
ー
ル
を
追
っ
て
走
っ
て
く
る
。 

奈
央
に
気
が
つ
く
。 

水
野
「
！
」 

奈
央
「
何
…
…
や
っ
て
ん
の
」 

水
野
「
…
…
サ
ッ
カ
ー
」 

 
 

 

翔
太
と
山
口
も
走
っ
て
く
る
。 

翔
太
「
お
姉
ち
ゃ
ん
！
」 

水
野
「
え
？
」 
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奈
央
「
よ
っ
！
元
気
？
…
…
」 

山
口

「
（

翔
太
に
向
か
っ
て
）
知
り
合
い
？
」 

翔
太
「
う
ん
」 

水
野
「
な
ん
で
？
」 

翔
太
「
ほ
ら
、
犬
は
飼
い
主
に
似
る
っ
て
教
え
て 

く
れ
た
お
姉
ち
ゃ
ん
」 

水
野
「
は
あ
？
！
」 

   
 

奈
央
、
気
ま
ず
そ
う
に
自
転
車
に
乗
る
。 

奈
央
「
じ
ゃ
あ
、
翔
太
く
ん
ま
た
ね
」 

翔
太
「
う
ん
、
ま
た
ね
、
バ
イ
バ
イ
」 

 
 

 

奈
央
、
友
人
と
去
っ
て
い
く
。 

 

〇
道 

 
 

 

奈
央
、
友
人
と
自
転
車
を
こ
ぎ
な
が
ら
、 

奈
央

「
（

呟
く
）
お
兄
ち
ゃ
ん
っ
て
、
あ
い
つ
の
こ 

と
だ
っ
た
ん
だ
…
…
」 

友
人
「
ね
え
、
今
の
だ
れ
？
」 

奈
央

「
（

一
瞬
考
え
て
）
兄
貴
！
」 

友
人
「
え
？
な
に
っ
？
聞
こ
え
な
か
っ
た
」 

 
 

 

自
転
車
を
精
一
杯
こ
ぎ
出
す
。 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 60 

友
人
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
よ
！
」 

 
 

 

笑
顔
の
奈
央
。 

 

〇
ひ
ば
り
公
園
前 

 
 

 
翔
太
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
蹴
り
、
公
園
内 

 
 

 

に
戻
っ
て
い
く
。 

 
 

 

水
野
、
奈
央
の
後
ろ
姿
を
見
つ
め
る
。 

山
口
「
？
」
と
い
う
表
情
。 

翔
太
の
声
「
早
く
っ
！
兄
ち
ゃ
ん
！
」 

山
口
「
誰
？
さ
っ
き
の
」 

水
野
「
え
っ
？
あ
あ
…
…
妹
！
」 

山
口
「
ふ
～
ん
。
え
っ
？
は
っ
？
え
？
お
前
ん
ち
何 

人
兄
妹
い
る
の
？
」 

水
野
、
公
園
内
に
戻
っ
て
行
く
。 

山
口
、
追
い
か
け
る
。 

 

〇
ホ
ー
ム
・
ま
り
亜
の
部
屋
・
中 

 
 

 

ま
り
亜
、
窓
の
外
を
見
て
微
笑
ん
で
い
る
。 

水
野
Ｍ
「
俺
は
ず
っ
と
正
し
い
家
族
の
形
の
よ
う
な 

も
の
を
探
し
て
い
た
気
が
す
る
」 
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〇
ひ
ば
り
公
園
・
中 

 
 

 

水
野
、
翔
太
、
山
口
、
輪
に
な
っ
て
サ
ッ
カ

ー
を
し
て
い
る
。 

水
野
Ｍ
「
で
も
そ
ん
な
も
の
は
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
」 

 
 

 
公
園
に
入
っ
て
く
る
小
学
生
１
・
小
学
生
２

と
小
学
生
３
が
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
翔
太

を
羨
ま
し
そ
う
に
見
て
い
る
。 

 
 

 

翔
太
、
少
し
、
気
に
し
て
い
る
。 

水
野
、
翔
太
の
様
子
に
気
が
付
き
、 

水
野
「
翔
太
、
人
数
多
い
方
が
面
白
く
ね
え
？
」 

翔
太
「
え
…
…
」 

 
 

 

山
口
、
微
笑
ん
で
見
守
っ
て
い
る
。 

翔
太
、
小
学
生
１
・
小
学
生
２
・
小
学
生
３

に
近
づ
き
、 

翔
太
「
一
緒
に
…
…
や
ろ
う
よ
」 

小
学
生
１
「
い
い
の
？
」 

翔
太

「
（

恥
ず
か
し
そ
う
に
）
う
ん
」 

小
学
生
２
「
や
っ
た
！
」 

 
 

 

翔
太
、
小
学
生
１
・
小
学
生
２
・
小
学
生
３ 

笑
う
。 
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山
口
「
お
ー
し
っ
！
じ
ゃ
、
チ
ー
ム
分
け
す
る
ぞ
」 

水
野
Ｍ
「
た
だ
…
…
ほ
ん
の
少
し
笑
っ
て
い
れ
ば
、 

人
生
の
何
か
が
変
わ
る
」 

 
 

 

水
野
・
山
口
・
翔
太
・
小
学
生
１
・
小
学
生 

２
・
小
学
生
３
が
チ
ー
ム
分
け
の
じ
ゃ
ん
け

ん
を
す
る
。 

水
野
Ｍ
「
今
は
そ
う
、
思
え
る
ん
だ
」 

 
 

 

水
野
の
顔
に
笑
顔
。 

 
 

 

公
園
の
上
に
広
が
る
青
空
。 

 
 

  


